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　４月８日（月）、町内の小学校５校、中学校３校で入学式
が行われました。小学校へは50名の児童が、中学校へは
56名の生徒が入学しました。
　伊方小学校は水ヶ浦小学校と統合後、最初の入学式と
なりました。

【町内小中学校入学式】

伊方小学校入学式

新
生
伊
方
小
ス
タ
ー
ト
　

～ 

夢
と
希
望
に
満
ち
溢
れ
た
新
１
年
生 

～
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◆
九
町
小
学

前
任
地
　
宇
和
島
市
立
天
神
小
学
校

　

14
年
振
り
の
伊
方
町
で
の
、
初
め

て
の
母
校
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
当

時
と
は
校
舎
や
校
歌
が
変
わ
っ
て
い

て
少
し
寂
し
く
思
い
ま
し
た
が
、「
生

き
生
き
・
に
こ
に
こ
・
こ
つ
こ
つ
」

の
校
訓
は
今
も
変
わ
ら
ず
に
あ
り
、

懐
か
し
く
思
い
ま
し
た
。
こ
の
校
訓

を
心
に
留
め
、
九
町
小
学
校
の
子
ど

も
た
ち
と
共
に
、
日
々
、
頑
張
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

◆
三
机
小
学
校

前
任
地
　
大
洲
市
立
大
洲
小
学
校

　

今
年
度
よ
り
三
机
小
学
校
で
お
世
話

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
旧
北
宇
和

郡
、
旧
喜
多
郡
、
大
洲
市
、
八
幡
浜
市

と
様
々
な
地
で
勤
務
し
て
き
ま
し
た

が
、
伊
方
町
で
の
勤
務
は
初
め
て
と
な

り
ま
す
。
伊
方
町
の
魅
力
を
感
じ
な
が

ら
、
早
く
学
校
や
地
域
に
慣
れ
、
子
ど

も
た
ち
の
た
め
に
精
一
杯
が
ん
ば
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
大
久
小
学
校

前
任
地
　
八
幡
浜
市
立
宮
内
小
学
校

　

こ
の
度
の
異
動
で
、
昇
任
校
長
と

し
て
大
久
小
学
校
に
赴
任
し
ま
し
た
。

初
め
て
の
伊
方
町
勤
務
で
す
。
大
久

小
か
ら
望
む
海
の
絶
景
に
日
々
感
動

し
、
心
を
癒
さ
れ
る
と
と
も
に
、
危

機
管
理
を
し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
伊
方
町
の
よ
き
伝

統
や
文
化
を
学
び
、
伊
方
町
教
育
推

進
の
一
助
と
な
れ
る
よ
う
精
い
っ
ぱ

い
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
三
崎
小
学
校

　

今
年
度
か
ら
三
崎
小
学
校
（
西
部
共

同
事
務
室
）
で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

４
月
か
ら
の
新
規
採
用
の
た
め
慣
れ

な
い
こ
と
ば
か
り
で
、
毎
日
あ
た
ふ

た
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
三
崎
に

来
る
の
も
初
め
て
で
わ
く
わ
く
と
不

安
と
が
入
り
混
じ
っ
て
い
ま
す
。
少

し
で
も
早
く
、
仕
事
に
地
域
に
貢
献

で
き
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

沢
山
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
と
思
い

ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
伊
方
中
学
校

前
任
地
　
八
幡
浜
市
立
保
内
中
学
校

　

今
年
度
よ
り
、
伊
方
中
学
校
で
お

世
話
に
な
り
ま
す
。
伊
方
中
で
は
、

初
任
者
の
昭
和
六
十
二
年
度
か
ら
二

年
間
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
二
十

七
年
度
ま
で
の
七
年
間
に
続
き
、
三

回
目
の
勤
務
に
な
り
ま
す
。
昭
和
、

平
成
に
引
き
続
き
、
令
和
の
時
代
で

も
勤
務
で
き
る
こ
と
に
深
い
ご
縁
を

感
じ
て
い
ま
す
。
新
た
な
役
職
の
中

で
、
伊
方
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

前
任
地
　
大
洲
市
立
大
洲
北
中
学
校

　

今
か
ら
二
十
七
年
前
、
講
師
で
は

あ
り
ま
し
た
が
教
員
と
し
て
の
ス

タ
ー
ト
を
き
っ
た
こ
の
伊
方
町
で
再

び
勤
務
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は

思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の

ご
縁
を
大
切
に
し
な
が
ら
地
域
と
の

つ
な
が
り
を
少
し
ず
つ
深
め
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
伊
方
中
の

生
徒
た
ち
の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

前
任
地
　
八
幡
浜
市
立
江
戸
岡
小
学
校

　

伊
方
小
で
の
新
規
採
用
以
来
、
５

度
目
の
伊
方
町
勤
務
に
な
り
ま
し
た
。

３
年
前
に
は
、
八
幡
浜
市
〜
西
予
市

〜
大
洲
市
〜
内
子
町
を
転
々
と
し
て
、

お
か
げ
で
、
伊
方
中
学
校
で
退
職
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
力
不
足
の
た
め
、
２
年

間
八
幡
浜
市
で
武
者
修
行
を
し
て
、

帰
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

伊
方
町
の
た
め
微
力
で
は
あ
り
ま

す
が
、
力
い
っ
ぱ
い
働
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◆
瀬
戸
中
学
校

前
任
地
　
八
幡
浜
市
立
松
柏
中
学
校

　

10
年
ぶ
り
の
伊
方
町
勤
務
と
な
り

ま
し
た
。
町
内
を
移
動
し
て
い
る
と

懐
か
し
い
顔
に
出
会
え
、
心
丈
夫
に

感
じ
て
い
ま
す
。
瀬
戸
中
学
校
の
環

境
も
素
晴
ら
し
く
、
時
折
き
こ
え
る

波
の
音
も
と
て
も
気
に
入
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
生
徒
た
ち
と
一
緒
に

い
ろ
い
ろ
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

藤堂玄人 校長 下石雅樹 校長

藤本泰斗 主事柳澤義文 校長

中岡靖典 教頭平田徹 事務係長

平家良則 校長

学 校 通 信学 校 通 信
転入先生　こんにちは！
町外から赴任された
先生方を紹介します。桝田　麻美 養護教諭
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中央公 民 館
　

４
月
３
日
（
水
）
４
日
（
木
）
の
２

日
間
、
中
央
公
民
館
で
「
い
か
た
お

え
か
き
ひ
ろ
ば
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
学
生
を
対
象
に
絵
画
制
作
活
動

を
通
し
て
、
絵
を
描
き
表
現
す
る
お

も
し
ろ
さ
や
、
作
品
が
で
き
る
喜
び

を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
と
長
年
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
川
上
ひ
と
み
先
生
に
講

師
を
し
て
い
た
だ
き
、
毎
年
春
に
全

国
「
か
ま
ぼ
こ
板
の
絵
」
展
覧
会
へ

作
品
を
出
展
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
初
め
て
参
加
し
た
子
ど
も

や
、
昨
年
に
引
き
続
き
参
加
し
て
い

る
子
ど
も
た
ち
も
お
り
、
真
剣
に
か

ま
ぼ
こ
板
に
向
か
い
、
そ
れ
ぞ
れ
が

思
い
思
い
の
絵
を
描
い
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
川
上
先
生
の
熱
心
な
指

導
も
あ
り
、
絵
の
描
き
方
や
色
の
塗

り
方
等
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
丁
寧
に

作
品
を
仕
上
げ
、
よ
り
良
い
作
品
が

完
成
し
て
い
ま
し
た
。
こ
の
中
か
ら

一
つ
で
も
多
く
入
賞
作
品
が
出
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
公
民
館
の
ロ
ビ
ー
に
お

い
て
昨
年
の
展
覧
会
へ
出
展
し
た
作

品
を
展
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
お

近
く
に
来
た
際
は
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町見公 民 館
　

３
月
１
日（
金
）町
見
公
民
館
で
、

消
防
署
第
２
分
署
の
方
を
お
招
き
し
、

防
災
教
育
及
び
お
楽
し
み
演
芸
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

防
災
教
育
で
は
、
地
震
体
験
車
を

利
用
し
た
地
震
体
験
、
消
火
器
を
使

用
し
た
消
火
訓
練
及
び
煙
体
験
、
非

常
用
持
ち
出
し
備
品
に
つ
い
て
の
確

認
及
び
使
用
方
法
等
を
行
い
ま
し
た
。

地
震
体
験
車
で
は
過
去
の
大
地
震
の

揺
れ
を
体
験
し
、
怖
さ
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
消
火
訓
練
及
び
煙

体
験
で
は
、
一
般
家
庭
に
あ
る
消
火

器
を
使
用
し
、
消
防
士
指
導
の
下
で

の
消
火
訓
練
及
び
火
災
時
の
煙
体
験

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
家
庭
に
備

え
て
あ
る
非
常
用
持
ち
出
し
備
品
に

つ
い
て
、
中
身
の
確
認
や
使
用
方
法

に
つ
い
て
等
、
丁
寧
に
指
導
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
お
楽
し

み
演
芸
会
で
は
、
９
名
の
方
が
歌
謡

を
披
露
し
ま
し
た
。
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
大
変
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
魅
力
あ
る
楽
し
い
老
人

大
学
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

是
非
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

いかたおえかきひろば

防災教育及びお楽しみ演芸会 ～町見老人大学～

非常用備品確認非常用備品確認

地震体験地震体験

消火訓練消火訓練
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【在校生から歓迎のあいさつを受ける新入生】

ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
が
仲
間
入
り

ピ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
が
仲
間
入
り

伊方町教育委員会事務局
スポーツ推進室の新設について
伊方町教育委員会事務局

スポーツ推進室の新設について

〜
町
内
小
・
中
学
校
で
入
学
式
〜

し
っ
か
り
成
長
し
た
我
が
子
の
姿
を
見
て

保
護
者
の
皆
様
も
頼
も
し
さ
を
感
じ
て
い

る
様
子
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
始
ま
る
新
生
活
に
不
安
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
上
に
、
夢
と

希
望
に
満
ち
溢
れ
た
表
情
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

今
年
度
、
入
学
さ
れ
た
町
内
小
学
生
50

名
、
中
学
生
56
名
の
み
な
さ
ま
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

４
月
８
日
（
月
）、
町
内
の
小
・
中
学
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
末

で
閉
校
と
な
っ
た
水
ヶ
浦
小
学
校
と
統
合

し
た
伊
方
小
学
校
で
は
、
新
入
生
27
名
が

在
校
生
や
先
生
・
来
賓
方
に
あ
た
た
か
く

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
学
校
入
学
と
い
う
人
生
の
新
た
な
節

目
を
迎
え
、
終
始
緊
張
の
面
持
ち
で
し
た

が
、
式
の
最
中
も
先
生
の
指
示
に
従
い
、

伊方町人材育成事業の募集伊方町人材育成事業の募集
◆目　的
　地域活性化の担い手となるため、意欲的に学習及
び研修に参加する個人または団体に経費の全部また
は一部を助成することにより、有用な人材の育成を
図ることを目的とする。
◆応募資格
　この事業の目的を理解し、意欲的に参加を希望す
る者で、次に掲げる要件を満たすものとする。
・町内に在住し、１年以上を経過した者、またはそ
　の家族が伊方町内に居住している者であること。
・町税を完納していること。
・現在及び将来、地域・職場及び団体等において活
　発な行動が期待できる者であること。
◆募集人員
　・地域リーダー育成事業
　・技術修得事業
　・海外研修事業
　・その他特に人材育成に寄与すると認められる事業
◆募集期間
　・随時受付中
※詳しい内容については、生涯学習室（38-2661）までお問
い合わせいただくか、伊方町ホームページをご覧ください。

　伊方町教育委員会事務局内に、４月１日よりス
ポーツ推進室が設置されました。スポーツ推進室
ではスポーツに関するイベントの開催や、体育施
設の貸し出し、全国大会出場への町からの参加助
成の手続き等、社会体育に関するあらゆる事業を
担当します。
◆主な業務について
　・スポーツ推進の総括及び関係機関との連携。
　・社会体育施設の管理運営に関すること。
　・生涯スポーツの振興に関すること。
　・スポーツ関係団体等の指導育成に関すること。
　・スポーツ関係の会議に関すること。
　・学校体育施設の開放事業に関すること。　等

【お問い合わせ】
　伊方町教育委員会事務局
　スポーツ推進室　
　TEL：３８－２６６１
　FAX：３８－１１７９
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…おはなし会 …休館日

5月 図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
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27
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30 31

1

8

15

22

29

ピップスおはなし会のご案内ピップスおはなし会のご案内ピップスおはなし会のご案内ピップスおはなし会のご案内
～ 5月のおはなし会 ～

日時 ： 11日（土）・25日（土）午後1時30分～
場所 ： 図書館　おはなしコーナー
対象 ： どなたでも参加できます♪
絵本や紙芝居など、たのしいおはなしを
聞かせてくれるよ。みんな、きてね！

◆期間：４月23日（火）～５月12日（日）
2019年のおすすめ図書展示や、
子ども向けイベントを行って
います。ぜひお越し下さい。

「読書の記録」満期第１号が誕生しました「読書の記録」満期第１号が誕生しました

2019年・第61回こどもの読書週間
「ドは読書のド♪」イベント開催中！
2019年・第61回こどもの読書週間
「ドは読書のド♪」イベント開催中！

新着図書

『とめどなく囁く』  桐野　夏生／著
『呪護』 今野　敏／著
『シーソーモンスター』 伊坂　幸太郎／著
『マジカルグランマ』  柚木　麻子／著
『帰還』  堂場　瞬一／著
『生まれ変わり』 ケン・リュウ／著
『サバティカル』  中村　航／著
『落花』  澤田　瞳子／著
『カゲロボ』 木皿　泉／著
『マリコを止めるな! 』 林　真理子／著
『思わず考えちゃう』 ヨシタケ　シンスケ／著
『トコトンやさしい養殖の本』 近畿大学水産研究所／編
『小さな空間を生かす素敵な庭づくり』
 山元　和実／監修
 ほか

『いないいないばあ!どうぶつ』
 さくらい　ひろし／しかけ、Taji ／え
『ぼくらはなかよし、ラン、ラン、ラン!』
 ジェニ・デズモンド／作
『あるくくま』 谷川　俊太郎／文、祖敷　大輔／絵
『きょうなにしてた?』 はまの　ゆか／さく
『いまのわたしにできること』 リサ・パップ／作
『どうぶつたちのうた』
 二宮　由紀子／ぶん、中新井　純子／え
『嵐をしずめたネコの歌』 アントニア・バーバー／作
『とびきりおかしなマラソンレース』
 メーガン・マッカーシー／作
『モノ・ジョーンズとからくり本屋』
 シルヴィア・ビショップ／作
『かなしきデブ猫ちゃん』 早見　和真／文
 ほか

新しく購入した本は右記の図書館ホームページからもご覧いただけます。URL:http://www.town.ikata.ehime.jp/site/tosyokan/

《一般書》 《児童書》

利用案内
 ■開館日時／火曜日～日曜日　午前 9 時 30 分～午後 6 時
 ■休　館　日／毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日も）
 　　　　　　祝日・月末図書整理日・年末年始・蔵書点検日
 ■返却について
 　町見公民館・瀬戸町民センター・三崎公民館で図書と雑誌の
 　返却ができます。
  伊方町立図書館（伊方町生涯学習センター2階）
  愛媛県西宇和郡伊方町湊浦 1992 番地　TEL（0894）38-0607

　３月27日（水）、辻沙希さん（湊浦）が「読書の記録」
満期第１号となり、河野教育長から認定証と記念品が
贈呈されました。辻さんは約１年３か月で記録帳１冊分
にあたる336冊の本を読み切り、現在２冊目の記録を
始めています。
※「読書の記録」とは…図書館で借りた本を記録帳に印字
するサービスです。
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佐田岬半島の自然
スライド上映会
佐田岬半島の自然
スライド上映会

タンポポ調査に参加して
みませんか。
タンポポ調査に参加して
みませんか。

５月２2日（水）19時～
今月のテーマ

「帰ってきた夏鳥歓迎会」
※入場無料・お気軽にお越しください。

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ・Ｆ
Ａ
Ｘ
39
ー

０
２
４
１

 

（
不
在
の
場
合
）38
ー
２
６
６
１ 

生
涯
学
習
室

■
開
館
時
間　

９
:
30
〜
16
:
30

■
休　
　

館　

月
曜
日・祝
日
の
翌
日
ほ
か

168

（第143回）

　

春
の
身
近
な
植
物
タ
ン
ポ

ポ
。
五
年
お
き
に
お
こ
な
わ

れ
る
「
タ
ン
ポ
ポ
調
査
西
日

本
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

に
参
加
し
て
、
現
在
佐
田
岬

半
島
に
は
六
種
類
の
タ
ン
ポ

ポ
が
確
認
で
き
る
こ
と
が
分

か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
う

ち
二
種
は
外
来
種
、
四
種
は

在
来
種
で
す
。

　

見
分
け
ポ
イ
ン
ト
は
大
き

く
二
つ
、①
花
の
色
と
②
総
苞

外
片
。
い
く
つ
か
ご
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。

　

外
来
種
の
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン

ポ
ポ
と
ア
カ
ミ
タ
ン
ポ
ポ
は
、

工
事
等
で
外
か
ら
土
砂
が

入
っ
た
場
所
に
多
そ
う
で
す
。

総
苞
外
片
が
下
に
反
り
返
っ

て
い
ま
す
。
違
い
は
種
の
色

で
、
ア
カ
ミ
は
文
字
ど
お
り

赤
い
色
を
し
て
い
ま
す
。

　

在
来
四
種
は
い
ず
れ
も
総

苞
外
片
が
閉
じ
る
か
上
に
開

く
感
じ
で
、
そ
の
う
ち
白
花

は
シ
ロ
バ
ナ
タ
ン
ポ
ポ
。
黄

色
い
花
は
、
ト
ウ
カ
イ
タ
ン

ポ
ポ
と
ヤ
マ
ザ
ト
タ
ン
ポ
ポ

（
後
者
は
レ
モ
ン
色
っ
ぽ
い
）

が
あ
り
、
そ
の
中
間
で
ク
リ
ー

ム
色
（
薄
黄
色
）
を
し
た
キ

ビ
シ
ロ
タ
ン
ポ
ポ
も
確
認
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

と
く
に
キ
ビ
シ
ロ
は
「
吉

備
白
」
つ
ま
り
岡
山
県
で
最

初
に
見
つ
か
っ
た
も
の
で
す

が
、
佐
田
岬
・
八
幡
浜
・
大

洲
方
面
で
も
み
つ
か
っ
て
お

り
、
本
当
に
ま
っ
た
く
同
じ

も
の
か
ど
う
か
は
、
さ
ら
に

今
後
の
調
査
が
必
要
で
す
。

　

佐
田
岬
半
島
の
自
然
の
保

全
や
開
発
の
度
合
い
を
見
る

指
標
に
も
な
る
タ
ン
ポ
ポ
。

み
な
さ
ん
の
お
住
ま
い
の
周

辺
は
い
か
か
で
す
か
。

　

取
材
協
力
・
松
田
久
司
様

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

佐
田
岬
の
タ
ン
ポ
ポ

◆ 今月のきょうどかん ◆◆ 今月のきょうどかん ◆

＝休館日＝夜スライド上映

　町見郷土館では、『タンポポ調査西日本
2020』に参加しています。過去の調査で、
佐田岬半島には在来種・外来種あわせて６
種類のタンポポが生育していることが分
かってきました。調査は誰でもできる簡単
な作業。タンポポの咲いている場所を調査
票に記録して花や綿毛があればその一部を
取るだけ！興味ある、参加してみたいという
方は、町見郷土館までご連絡ください。

2019年 ５月
日 月 火 水 木 金 土

7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

30 31

1

8

15

22

29

前号の訂正　×小茂田公雄→○古茂田公雄
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◇開催期間：５月８日
◇曜　　日：第２水曜日
◇受 講 料：5００円
◇時　　間：19：00～ 19：5０
◇定　　員：１０名
◇対　　象：一般成人男女
◇申込方法：事前にお電話か来館して申込み下さい。

「
士
農
工
商
」
が
間
違
い
だ
っ
た
の
は
知
っ
て
い
ま
す
か

「
士
農
工
商
」
が
間
違
い
だ
っ
た
の
は
知
っ
て
い
ま
す
か

生
涯
学
習
室

318

　

こ
れ
ま
で
の
教
科
書
に
は
「
士
農
工

商
エ
タ
非
人
、
こ
の
身
分
制
度
の
始
ま

り
は
江
戸
時
代
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
ど
ち

ら
も
教
科
書
か
ら
消
え
て
い
ま
す
。「
士

農
工
商
」
と
い
う
表
現
は
小
学
校
で
は

２
０
０
０(

平
成
12)
年
ま
で
に
す
べ

て
消
え
、
中
学
校
に
関
し
て
も
、
今
は

使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
士
農
工
商
」
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
で

学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
身
分
制
度

は
、江
戸
時
代
に
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
。

「
士
農
工
商
」
は
、
元
々
は
今
か
ら
３

０
０
０
年
前
の
中
国
の
文
献
に
出
て
き

ま
す
。
そ
れ
を
私
た
ち
は
あ
た
か
も
日

本
の
言
葉
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
て

き
た
の
で
す
。

　

中
国
で
の
意
味
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。中
国
で
は
皇
帝
が
い
て
、

そ
の
下
に
民(

た
み)

が
い
ま
す
。
職

業
で
分
類
す
る
な
ら
ば
、「
士
農
工
商
」

は
横
並
び
で
４
種
類
で
す
。
民
全
体
を

表
す
こ
と
か
ら
「
み
ん
な
」
と
い
う
意

味
で
も
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が

中
国
の
「
士
農
工
商
」
の
考
え
方
で
す
。

こ
の
言
葉
自
体
は
、
奈
良
時
代
に
す
で

に
日
本
に
き
て
い
ま
す
。

　

関
連
し
て
「
士
」
と
い
う
文
字
で
す

が
、「
武
士
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
大
学
を
出
れ
ば
卒
業
証
書
に

「
学
士
」
と
い
う
称
号
が
つ
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
教
科
書
に
は
「
士
農
工

商
エ
タ
非
人
、
こ
の
身
分
制
度
の
始
ま

り
は
江
戸
時
代
で
あ
る
」
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は
ど
ち

ら
も
教
科
書
か
ら
消
え
て
い
ま
す
。「
士

農
工
商
」
と
い
う
表
現
は
小
学
校
で
は

２
０
０
０(

平
成
12)
年
ま
で
に
す
べ

て
消
え
、
中
学
校
に
関
し
て
も
、
今
は

使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
士
農
工
商
」
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
で

学
ん
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
身
分
制
度

は
、江
戸
時
代
に
存
在
し
て
い
ま
せ
ん
。

「
士
農
工
商
」
は
、
元
々
は
今
か
ら
３

０
０
０
年
前
の
中
国
の
文
献
に
出
て
き

ま
す
。
そ
れ
を
私
た
ち
は
あ
た
か
も
日

本
の
言
葉
で
あ
る
か
の
よ
う
に
考
え
て

き
た
の
で
す
。

　

中
国
で
の
意
味
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。中
国
で
は
皇
帝
が
い
て
、

そ
の
下
に
民(

た
み)

が
い
ま
す
。
職

業
で
分
類
す
る
な
ら
ば
、「
士
農
工
商
」

は
横
並
び
で
４
種
類
で
す
。
民
全
体
を

表
す
こ
と
か
ら
「
み
ん
な
」
と
い
う
意

味
で
も
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
が

中
国
の
「
士
農
工
商
」
の
考
え
方
で
す
。

こ
の
言
葉
自
体
は
、
奈
良
時
代
に
す
で

に
日
本
に
き
て
い
ま
す
。

　

関
連
し
て
「
士
」
と
い
う
文
字
で
す

が
、「
武
士
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例

え
ば
、
大
学
を
出
れ
ば
卒
業
証
書
に

「
学
士
」
と
い
う
称
号
が
つ
き
ま
す
。

税
理
士
、
会
計
士
な
ど
何
ら
か
の
専
門

家
、
あ
る
い
は
役
人
と
い
う
意
味
で
使

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
３
０
０
０
年
前
の

中
国
の
言
葉
を
、
わ
ず
か
１
５
０
年
前

の
江
戸
時
代
の
身
分
制
度
に
適
用
す
る

こ
と
は
、
無
理
な
話
な
ん
で
す
。

　

で
は
、「
士
農
工
商
」
と
い
う
表
現

が
今
の
教
科
書
で
ど
う
な
っ
て
い
る
か

と
い
う
と
、
武
士
と
百
姓
、
町
人
と
い

う
３
身
分
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
職
業
で
分
け
ず
に
田
舎
に
住
め
ば

百
姓
と
呼
び
、
町
に
住
め
ば
町
人
と
呼

び
、
武
士
が
百
姓
、
町
人
を
支
配
し
て

い
る
の
が
現
実
の
あ
り
方
で
す
。

　
　
　
　
〈
上
杉　

聰
氏
の
講
演
よ
り
〉

　

新
し
い
資
料
の
発
見
に
よ
り
、
教
科

書
が
書
き
換
え
ら
れ
、
従
来
の
常
識
が

く
つ
が
え
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。

　

生
涯
学
習
室
や
各
公
民
館
で
は
「
地

区
別
人
権
・
同
和
教
育
懇
談
会
」
で
新

し
い
法
律
や
考
え
方
に
つ
い
て
話
し
合

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま

す
。
年
に
一
度
の
「
地
区
別
懇
談
会
」

に
出
席
し
、
人
権
に
関
す
る
理
解
を
深

め
て
く
だ
さ
い
。 

税
理
士
、
会
計
士
な
ど
何
ら
か
の
専
門

家
、
あ
る
い
は
役
人
と
い
う
意
味
で
使

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
３
０
０
０
年
前
の

中
国
の
言
葉
を
、
わ
ず
か
１
５
０
年
前

の
江
戸
時
代
の
身
分
制
度
に
適
用
す
る

こ
と
は
、
無
理
な
話
な
ん
で
す
。

　

で
は
、「
士
農
工
商
」
と
い
う
表
現

が
今
の
教
科
書
で
ど
う
な
っ
て
い
る
か

と
い
う
と
、
武
士
と
百
姓
、
町
人
と
い

う
３
身
分
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
職
業
で
分
け
ず
に
田
舎
に
住
め
ば

百
姓
と
呼
び
、
町
に
住
め
ば
町
人
と
呼

び
、
武
士
が
百
姓
、
町
人
を
支
配
し
て

い
る
の
が
現
実
の
あ
り
方
で
す
。

　
　
　
　
〈
上
杉　

聰
氏
の
講
演
よ
り
〉

　

新
し
い
資
料
の
発
見
に
よ
り
、
教
科

書
が
書
き
換
え
ら
れ
、
従
来
の
常
識
が

く
つ
が
え
さ
れ
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま

す
。

　

生
涯
学
習
室
や
各
公
民
館
で
は
「
地

区
別
人
権
・
同
和
教
育
懇
談
会
」
で
新

し
い
法
律
や
考
え
方
に
つ
い
て
話
し
合

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま

す
。
年
に
一
度
の
「
地
区
別
懇
談
会
」

に
出
席
し
、
人
権
に
関
す
る
理
解
を
深

め
て
く
だ
さ
い
。 

☆大人の水泳教室☆☆大人の水泳教室☆
泳げない方、泳ぎが苦手な方を対象に、クロール
を練習いたします。泳げない方でも安心してご参
加ください。

お問い合わせは、伊方スポーツセンター　電話３８ー１１００または３８－０７７６へ

○曜　　日：毎週水曜日（中級のみ）
　　　　　：毎週木曜日（初級・中級・上級）
○受 講 料：3,200円（４回/１期）
○時　　間：初・中級16：30～ 17：20
　　　　　：中・上級17：30～ 18：20
○定　　員：各コース１０名
○対　　象：５才～小学６年生
○申込方法：事前にお電話か来館して申込み下さい。

JrスイミングスクールJrスイミングスクール 泳げない人大歓迎 !!泳げない人大歓迎 !!

学校水泳が始まる前に泳げるようになりたい !!学校水泳が始まる前に泳げるようになりたい !!

『５月スポセン休館日のお知らせ』

○通常休館
　5月7日（火）・1３日（月）・２０日（月）・２7日（月）

以上お間違えのないようお願いいたします。
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◆目　的
　伊方町内の地区または地域の有志による任意団体が実施
する「町の歴史・文化に根ざした地域・団体間交流事業」
に対して補助金を交付するものです。
◆対象となる事業
　歴史的な背景に基づく町外の地域・団体間との継続的な
交流事業
◆対象経費
　補助事業の実施に要する経費のうち交通費・宿泊費・交
流会等に係る経費
◆補助金額
　補助対象経費の２分の１以内で上限は20万円

※詳しくは、町ホームページ、または下記へご連絡ください。
　お問い合わせ　教育委員会事務局生涯学習室（℡0894-38-2661）
　　　　　　　　または、町見郷土館（℡0894-39-0241）

伊方町歴史文化交流事業補助金の
交付要綱を定めました!!

伊方町歴史文化交流事業補助金の
交付要綱を定めました!!

渡
辺
日
出
子

　
　
　
　
　
　
　
　

石 

井 

義 

夫

　
　
　
　
　
　
　
　

山 

嵜 

美 

喜

　

上
田
サ
チ
ヱ

　
　
　

井 

上 

良 

枝

　
　
　
　
　
　
　
　

上 

田 

幸 

香

　
　
　
　
　
　
　
　

上 

田 

益 

男

　
　
　
　
　
　
　
　

二
宮
壽
賀
子

　

　
　
　
　
　
　
　
　

宇
都
宮
睦
子

　

　
　
　
　
　
　
　
　

木 
戸 
悦 
子

　
　
　
　
　
　
　
　

足 

利 

敦 

子

尾
崎
多
喜
男

伊 

藤 

植 

美

井
上
奈
津
子

佐
々
木
順
子

藤
村
冨
士
子

阿
部
ヨ
シ
子

松　
本　
光　
子

宮
部
タ
ミ
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玉　
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子

平　
尾　
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賀

宮
本
喜
美
子

加　
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子

上
本
タ
ケ
子
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本　
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子

中
村
ま
ゆ
み

山
畑
と
み
子

山 
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久 

吉

中 

村  　

孝

梶 

谷 

栄 

一

髙　
月　　
　

仁

俳
　
句

俳
　
句

伊
方
俳
句
会

北
斗
の
会

あ
み
だ
句
会

度
忘
れ
の
人
の
名
浮
か
ぶ
春
炬
燵

九
十
九
坂
峠
越
え
れ
ば
桜
盛
り

降
り
注
ぐ
桜
吹
雪
に
年
齢
忘
れ

古
里
や
宮
の
大
木
芽
吹
き
け
り

紺
碧
の
空
の
す
が
し
き
花
の
冷
え

「
♪
ハ
ミ
ン
グ
」す
狭
庭
に
華
や
ぐ
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

満
開
の
ウ
ォ
ー
ク
街
道
草
じ
ら
み

一
年
生
上
着
の
袖
の
𠀋
長
し

雀
二
羽
ぴ
ょ
こ
ん
と
お
辞
儀
春
の
雨

花
菖
蒲
令
和
言
祝
ぎ
凛
と
咲
く

新
元
号
日
本
列
島
躍
進
す

長
閑
さ
や
ひ
ね
も
す
飴
を
煮
る
厨

酢
味
噌
和
え
味
上
々
の
わ
け
ぎ
か
な

月
お
ぼ
ろ
人
工
関
節
共
に
生
き

四
温
晴
木
々
は
梢
を
弾
ま
せ
て

目
覚
め
れ
ば
静
ま
る
湾
よ
春
は
そ
こ

芽
お
こ
し
の
雨
細
く
細
く
降
る

辞
書
を
引
く
手
の
も
ど
か
し
き
春
机

啓
蟄
の
鯉
は
水
面
に
出
て
泳
ぐ

春
念
仏
大
数
珠
投
げ
て
終
る
な
り

春
愁
や
津
波
原
発
八
年
目

草
餅
の
香
り
豊
か
や
春
彼
岸

こ
の
ご
ろ
は
や
は
り
恋
し
い
陽
な
た
ぼ
こ

庭
先
の
椿
の
花
み
て
鳥
が
舞
う

庭
先
で
日
増
し
に
ふ
く
ら
む
桜
花

白
も
く
れ
ん
我
も
我
も
と
空
あ
お
ぐ

雛
祭
り
歌
う
園
児
に
ほ
っ
こ
り
と

そ
よ
風
が
春
一
番
と
早
変
わ
り

深
緑
ま
だ
ら
模
様
の
山
桜

あ
み
だ
池
奥
の
細
道
花
白
し

天
青
く
地
平
は
お
ぼ
ろ
の
入
日
か
な

ど
わ
す

つ
づ
ら
ざ
か
と
う
げ
こ

ふこ
ん
ぺ
き

し
ょ
う
ぶ

こ
と
ほ

り
ん

や
く
し
ん

さ
に
わ

は
な

ひ

そ
そ

さ
く
ら
ふ
ぶ
き

と　

し　

わ
す

は
な
さ
か




